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当行の基本的考え方

未来をみつめ、地域の発展を願って

経 営 理 念

経 営 の 基 本 方 針

中 期 経 営 計 画

　私ども佐賀銀行は「地域密着と健全経営」に徹し、
地元金融機関として良質な金融サービスを提供し
業務を通じて地域社会の発展に奉仕します。

　金融機関を取り巻く環境が従来にも増して激しく、かつ大きく変わろうとする中で、当行は確固
たる営業基盤と強靱な経営体質を築くため、3か年計画の中期経営計画を策定しております。 
　「第16次中期経営計画（2019年4月～2022年3月）」の詳細は、次のURLからご覧いただく
ことができます。
　（当行ホームページアドレス）https://www.sagabank.co.jp

　地域に根をおろす地
元の銀行として、地場
産業の振興・発展をお
手伝いするとともに、
地域社会の皆さまの
豊かな生活づくりと地
域文化の向上にお役
に立つよう努めます。

地域社会の発展に
奉仕する

　お客さまにご満足い
ただけるサービスの向
上を目指します。
　また、時代の変化に
積極的に対応した経営
によって株主の皆さま
の期待にお応えします。

顧客および株主の
信頼に応える

　人間尊重の風土を
育むとともに、よりよ
い職場環境の醸成によ
って行員一人ひとりの
豊かな生活づくりを目
指します。

従業員の福祉を
向上させる
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当行の基本的考え方

佐賀銀行グループSDGs宣言
佐賀銀行グループは、地域の社会、経済が持続的に成長・発展することに貢献するため、
国連が定めたSDGｓ（持続可能な開発目標）の主旨に賛同し、全役職員が高い責任感を
持って取組むことを宣言します。

第16次中期経営計画の全体イメージ
＜目指す姿＞ このまちで、あなたと・・・　地域の活力を未来へつなぐ銀行

経営目標の達成（2021年度：当期純利益42億円、ＲＯＥ3.3％、自己資本比率7.6％）

お客さま満足度（ＣＳ）の向上

環境変化・課題に対応する強固なガバナンス態勢

従業員満足度（ＥＳ）向上・モチベーションアップ

お客さま本位の業務運営コンプライアンスの徹底
厳格な事務

人材育成戦略

法人ビジネス戦略
アセットビジネス戦略

営業基盤戦略

営業店業務効率化戦略
本部業務効率化戦略
チャネル戦略

新営業態勢戦略 グループ戦略

コンサルティングを起点とする営業態勢の構築と
生産性向上による効率化を進め、対顧客利益の
黒字化を実現します。

地域経済の活力となる良質な金融サービスを提供し、
さらなる金融仲介機能の向上を実現します。

収益力の強化

人財力・組織力の強化

＜基本方針＞

生産性の向上

　佐賀銀行（頭取 坂井 秀明）グループ（当行、および子会社５社）は、国連が定めたSDGs（持
続可能な開発目標）の趣旨に賛同し、「佐賀銀行グループSDGs宣言」を制定しましたので、お
知らせいたします。

「佐賀銀行グループSDGs宣言」の制定について

第16次 中期経営計画(2019年4月1日～2022年3月31日)
私たちは第16次中期経営計画において、徹底したお客さまサービスの拡充と生産性向上に

よる対顧客利益の黒字化達成を最大の目標として掲げ、金融仲介機能の十分な発揮により地域
の活性化に貢献していくことを目指します。
金融仲介機能の発揮は、地域の活性化に貢献するとともに、当行の経営体力増強に資するも

のであり、経営体力の増強が実現すれば、さらに良質な金融サービスの提供が可能となり、地
域経済へ活力を与えることができます。
全行員のコンサルティング能力を高め、お客さまの将来にお役に立つ良質な金融サービスを

ご提供し続けることで、「地域活性化」と「当行の経営体力増強」の好循環を確立し、地域の未
来へとつなげてまいります。


